
№ 回　　　　答　

1 　国保税に関しては議会も同じ認識。

2 　ご意見として受け止めさせてさせていく。

3
　離島航路の補助金制度について調査の上返答する。生活航路は観光
者と別の手当てが必要と思う。

4
　ハザードマップで被害予想を想定している。地域防災計画の見直しも
必要で、今年度予算に入っている。完成次第地域に配布できると思う。

5
　関西広域連合での協定でできるのではないか。カウンターパートナー
方式での応援協定がある。

6 　危機管理課から回答してもらう。

第９回議会報告会（沼島）　意見交換会での質疑応答

質　　　　　　疑

　国保税が県下最高水準。広域化で安くなると思ったが、相変わらず高い。
県下の平均水準にしてほしい。
　介護保険で、同じ料金のデイサービスが沼島と沼島外と違う。同じ保険料
で同じサービスが当然である。

　沼島汽船の運賃を安くしてほしい。家族４人で出かけると4,000円近くする。
行政の補助で安くしてほしい。

　南海トラフ地震、津波のマニュアルは市で作っているのか？

　コミバスと同じように、船の運賃に一年フリーパスができないか。生活航路
の船なので負担を軽くしてほしい。

　ポートアイランドヘリポートが被害を受けた場合、どのヘリポートからヘリが
飛べるのか。沼島で被害を受けた場合の対応をお願いしたい。

　沼島のヘリポートは訓練以外には使っていない。また、夜間に飛べないの
は意味がない。また、夜間に明かりも無く行くにも行けない。利用できるもの
を作ってほしい。緊急時には命に関するものなので、夜間にも利用できる設
備にしてほしい。
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7

　近隣に迷惑をかけることが問題。空き家の取り壊しが法律上できるよう
になり、市としての取組は審議会を経て行政代執行が可能となった。市
や国が無償で撤去はしない。手続きを経て市が撤去しても、その費用は
持ち主に請求する。
　個人で撤去する場合は、一部補助がある。

8 　離島留学は地域で取組むようにお願いしたい。

9
　周遊道路として市に対応してもらうよう要望している。また、猪の問題も
あり捕獲もしているが、まだ親がいるようだ。

10
　漁業法が７０年ぶりに改正される見込み。オリンピック方式から漁獲制
限方式になる。漁業権は漁業組合が漁業者に割り当てていたが、今後
は法人にも開放する。個人では儲かる漁業は難しい。

11
　地震発生時には早期に避難をすることが必要だ。避難路の状況は把
握できていない。総合的に調査する機会を設ける。

第９回議会報告会（沼島）　意見交換会での質疑応答

　観光面で、観光客がよく通る上立神岩への道で、ゴミ焼却場の撤去もされ
るが賑わいのあるところの環境整備をしてほしい。

　沼島が元気になるためには経済基盤が基本である。後継者等の課題もあ
る。島に子供が残るためには生活基盤である沼島の漁業が成り立たなけれ
ばならない。国の方針で漁業権が大きな動きでどの方向に向かっているの
か。漁業従事者に情報を流してほしい。漁業従事者の向かう方向はどうなっ
ているのか。
　また学習機会を設けてもらわないとこれからの漁業が良くなるのかどうか
漁師にはわからない。議会から警鐘を鳴らしてほしい。

質　　　　　　疑

　学校問題で、平成30年度から小規模校として運用されるが、離島留学を含
めてとの一般質問もあり、３１年度中には方向性を示してほしい。地元として
何が求められるのか早くビジョンを描いてほしい。

　避難路には階段がある。足腰の悪い人は上がれない。避難道は軽トラック
が通れない。雨、嵐もある。避難先に避難小屋が必要でないか。雨露がしの
げるものが必要ではないか。
　また、避難場所である学校へ行く道路は津波が到達した後では通れない。

　議会放送で空き家対策についての質問を見た。沼島には空き家が多い。
島を出ていくと帰ってこないし、帰ってきても家に金がかかる。空き家対策は
どうなっているのか。空き家を市が買い取った例はあるのか。


